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 ハマチに寄生する、ネテイニプの寄生状況調査

調査部

まえがさ

 本県のハマチ養殖1千12月におい・てユ尾当りの平均点鰯は,当干もの㍗5切・一
 2年もので5～6竿の本型魚が午産され.てい机、
 一方,生費網の資材、構造讐に茄いては本格的汰養成がはじまる7月頃から本

 県飾の金網蟻一工亜鍋引金網一井1・一一1・・目合・分～・寸・生費㍗大きさ血
 ×壬x一{容嘩二6ゾ〕が用いられているがその理由一エ・(工)叩網姓に比べて
 縄なgがよく潮通.レカ…鼠ドこと,(高珪藻類その勉一の附着物がつきにくい仁と,(司
 台風時甲季節風に際しては波浪の影響の少ない場所へ容易に曳航可能なこと.,(劫

 ア†ツネぞベネティ。ニアの外部寄生虫がハマチに寄生しにくいこと等があげられ

 この(壬)の項については,従一来外部審生虫によって大きな被害を受け,駆除にも

 かなりの労力を必要としていた一が,近年金網主賛の使用によって外部毒生虫によ

 る大きな被害はみないら練熟るに・金網主賛では瓶ぜ一.マチに書生虫がみら
 れ洗いの一がその原因はいまだにわかってい一一ない。昭和吐3年6月から本県垂水

 市海潟地先において,稚魚用土蟹(合成網)で暴殖I中のブポ仔に例年みたいベネ

 ヂイニアの寄生がでたので,金網一生賛に放善後どのような一消長がみらλるか合成

 縄へ放.着した場合と比較し准が亨寄生状況調査を行なったのでそ一の概要を報告す

㍍,

 ユ・言囑.査項目と実施月日、

 (1〕越年ブリヘの寄生林況調査昭和・4芦隼16。月・ユ5日

 (2)生費別によるハマチヘの密生状軍調査第1回.同年7児!9日

 第2回向隼亀月.2U日

第3回4生年2月27日

 2,調査場所垂水面海潟地先(垂水雨漁業協同艦合目覚のハマチ〕一、

 3,調査方法養殖され・ているプサ又早ハ・マチを一無作為摘出に・より・て10尾のも



 のを生費からとリだし5～7分間淡水浴し魚体表から離れ・た寄生虫を8Uメ

 ゾン・しのネットで採集して,海水で3%の濃度にしたボルマ1]ソ液に固定後

 一投影器を用いて書生虫の個体数と体長を測定した。

一果

 (1〕越年フリーへg書生状況

 昭和4ぎ年4月一県外か一ち越年フリー(1鹿乎

 1I均'重量'し05.09〕3.5UU尾1を'購入し,溝

 潟地先を.おいて7'x7x?伽2壬本8節お合一

 成網だベネテー'イニ了が寄生したま'ま一族一義。

 ・16月中旬この越一年ブリに等生するベネテイ

 。二子'め一審生状況は第一1表〆と浦つ准長4.一U…一

 1ユ.U珊瑚の大型鮮で構成され,その殆んどの

 枠内干卵を有し一て小一る'のグ観察された1.(一
 かピの嶺から一クレ毛ナ・又一1エナイロゾー網ピ・
 飾一、bx-5支b棚西方ゐ細'生一賛そ繭膏中のプー

 リ骨約6-U万尾に例年みられないベネデイ.一二

 ・ナの寄生・かば.・じまってい声一〕

 (2〕一一生費別によ一るハマチヘの寄生状況(第2一表参照〕

 ①・第二回調査

 7月一19日,'本格的た養成期に入ったハマチ(}尾平均重量23U8〕

 を金網生費と合成網主賓にそれぞれ3-OU.U尾を放養し∴その放謹直後の

 ハ㍗1U即?いてベネテイニアーの寄生林況を調査レ蹄果一一)ずれの一
 八二チも寄生虫の体琴は口刈・P叩群が".%以上率占め一・ハマーチlI
 尾当りに23～26個体の書生虫がみられた。

 ②..一第二国調査

 同生.賓績に放養して1ケ月後の寄生状況をみるといずれのハマチ(ユ尾

 平均重量45Uチ〕一も前回年比べて減少一ぽみられムか;金網生費あ場合ハ

 下チ1尾当1叩生す.るベネテイ干了・は}固体午紬に減少して}
 な掃,寄生虫の大きさは,体・褒I.1-2.U舳の小型群が5U%から4U

 第ユ表越年ブリに寄生する

 ベネテイニア〔ブリ1U燧一中⊃

誰査月目  玉3;I6一 ,15
 三富し㌔

 く生菓
一睡体数 .%

 寄生虫ゐ
 大きさ(捌榊)
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 %に減少しその反面わずか一ながらも中型群の出現がみられる。

 ⑨一'第三回調査

 7ケ月後の寄生状況をみると・金網主賛のハマチ(上尾平均工・5即)・に

 はベネテイニ了の出現は全くみられない。これに対して合成網主賛のハマ

 チは体長ユ.土}aU'榊の範囲で1尾平均当りユLU個体の寄生がみられ.

 この書生虫一は一体長a1.}3・U肋と6.1-70欄の二つの群がみられる・

第2表  土賛=男1」(金網,合成網〕によるベネテイニ了の寄生状況・(ハマチ各10尾・〕

 護摩月■蔚 壬3,7.19

 金・網

%

合成網

魁偉数 ・%

 ・工3.,8'2U

金網

個体数

合成縄

傾体教一

 4.壬、2・,2.7

金網

 魑体数、

%

合成網

%

 一二と仁咋十“一一一1吐出LL1土L・
 …㍗二十王ポ十÷lllH㌣∴甘}

 lr'一」一一1一一I'…0'山一'ド山一に^†一'一、l1

81}9ul 。1。。1

 5,総・播

 (・)千月に苧隼プリに寄生してい≒二'†㍗二子は・干.?旬雫から.奉雫された
 は市1パ仔に離しはじめ・l1水雫榊㍗;で一・月岬本格的
 な養成綱の螂!予系甲と市成経に放養ト㌣干ろ・約キケ月卵千金網主賓
 ?ハ∵ぱ著しい草生虫柵1:千`㍗・.(↑マ呼漁莱雫から・?聴
 一取.づ舶では・一マ手にベネデーイー了が雛ト㌣辛坤牛粁放奉す争午
 約2ケ月で殆んどいなくたるということであった。'⊃

 (2)ハマチに寄生したベネ・デイニアは,寄生.当初1.1}2.U堀掘のふ型群が多く



 1ケ月経過寺ろと1.ユ.～aO榊と4.1～丘U榊一又。7ケ月後にはaI～3.O

 舳a1～川腕干とツように大きさによって二つの群戸…出現ト・パO舳離
 の群を川…t…r寄生虫と午舳らばバO…7・O棚の大型群は・d・1・
 ・t・g・といえよう。I

 たお,これ等の寄生群を駆除を行なわないでそのまま?ケ月間放.直すると書

 生虫は1.ユ川10-O肋の幅広い体長の群で分布がみられる。

 (禺ベネテイニ不例寄生.度合は。養殖漁場7〕環境中養殖管=理方法によっても大き

 な差が生じているが,ハマチを放養ずみ生費網の資材の違いによっても大きな

 消長がみられた。

 その原因として.金網主賛は穣藻類響の附着物がなく,揮餌の際甲潮流によ

 って網成が崩れずつねに潮通しのよいことから寄生卵が網に附着出来ず流れ去I

 ったり,艀.化した仔虫が'ハマチの体表に容易に一寄生出来ないことによるものと

 .推定されるので,今後は①合成網と金網生費内における潮流比較調査②生.賛

 網の資材別による寄生卵の附着調査を実施していく予定。

 鹿児島県における'わかめ養殖の概況

 増・一輝部

 1昭和壬3年度わかめ養殖状況

 漁協別養殖。生産状況は第1表のとお?。

 本年即.竿徴と.して'・、。。
 .(D配偶体培養期では生育1千。良好で.あ.った。

 修)..ユ,・ユ月中一丁下旬に仮沖拙ししたが・'部の海域(劇戸島・谷山・東町)
 で芽落声現象があったr.

 甲マカイの生畏は準来より遅れ・生率期が1卜2.・日遅れ㍉
 本年慶は試験的に1養殖㍗.メ・午母.秤として準走子付け・し年ものもある.が・天然
 産ワカメゐ種董と.大差卒かった。
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2,指導実施状況

 1,溝走子付け指導

 5月1生日から5月2全日にかけて谷山.鹿児島,東町,鹿屋の指導を実

 施した一。

 2,培養管、理

 谷山,鹿児島地区を主体に施肥,採光等について指導した。

第1表  漁協別わかめ養殖。生産状況し漁協からの報告と普及員の報告※印による)
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(1じUUml
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 鹿児島県沿岸の重一要魚種の・長期予報一・

 C昭和証4年f1月～昭和4'5年3月〕・

漁.業部

 先般西海区,南西海区関俵の水産研究所、水産試験場の海況二漁況長期予報会

 議において発表された結央去本県の地域性を加味して再検討し次のような予報を
 作製し.たので参考・にして.ください。

<海況>

 九州各海域のミ水鏡は春以降平年に比べ低目に経過してき北が。秋に入って回復

 し平年並に近ずき,海域によっては高目になったところもみら知一でいる。.

 鹿児島県近海域も同様た傾向を示し,11月下旬の状況は大隅'種子屡久近海

 で22～23℃で平年並かやギ高目・翫近海で1.9℃台で†や低目の状態に.なっ

 ている。又黒汐分派,対馬暖流域,一黄海冷水域とも平年並となっており水温一の変

 動傾向,及び持続性からみて全一般的には年末までは平年並に経,過するだろう。

 しかし・月以降冬型気圧配置が強!たる見と対しであ干こと甲・醐畔、
 早めに水温の降下がみられはじめてい一ること,種子島東部域での黒汐が相当離岸

 してい一ること等から冬期には全般に平年以下に経過する見込。

 黒汐本流球はなお現在屋久島北西域で'甲や接岸し種子島南東域では水温

 23℃台で本流域は60浬以上離痒しているけれども種予屋久近海は黒汐分派の

 影響を受けてギ声。

 <漁況〉'

1マアジ

 西日本海域・の.マ了ジ資源の主体をだし'てきた'東支那I海発生群Iは衰退し一回復の

 干ざしもみ.叶川今春行なった産卵1調査の結予も産卵細夫巾低下を示レ
 .ているし・この系群による44年の豆了ジの漁は昨午よりも低下し狂。。しか.し
 茸隼マアジ.資源の主体となってきた九州北西海域系群は横ばいの資源状・態を示

 している。

 舳太平洋南峠域のマ㍗蝉騨は小了ジ以下の小型群か抑増大気抹.で一あ
 る。

(
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 従ってこの太平洋側地域群一と九州北西海域群に影響をうけるであろラ本県海域

 'では資源量としては必らずしも悪い状態ではないが,本年の豆了ジの漁が愚か

 ったこと,現在水温が平年並か二部高目の所が多いこと等ダらみて,ここ当分
 漁獲量は悪いのではなかろうか・しかし大隅東部では散発的な好弊も見込まれ・
 全体として来春には若干もbな浦すだろ・う。

2,・.サバ.

 ゴマサバの資源は低水準であるが徐々に回復のささしがみられてい。る。一方

 マサバ資源は依然ξして高水準を続けてい'る。岳2年後半より.全3年中不漁を

 続けた薩南域のサバも壬4年rはいってから痔転してきた。

 現在九州北部海域の・サバの漁獲鐙は岳3年の好漁惟ど.ではないが割合小I型群

 の好漁が続いて施箏ゴマサバの混入も多くみられている。さらに太平洋側あサ

 バ資源も上向きの傾向であり現在の種子屋久近海の海況は漁場条件として悪く

 なく妊材料が多い。又九州近海の産卵言周査結果は壬3隼度と犬養ない。従って

 全体の漁獲量としては43年を下廻るとは考えられず.今後・のマサバの南下群

 いかんによっては相当の漁が期待されよう。

3・カタクラ=イワツ

 今夏は各地とも非常た不漁に終ザ.秋漁の開始一も全般例年。より遅く。又出頭
 している魚の型は不漁I型とみられるものが多い等好材料は現在量でのところ殆

 んどない。ただ魚群調査の績果では奄美近海にカタクチ魚群が確認さ一れる等漁

 場が沖合化したという意見もあるが好漁獲を期待するような好材料は現在のと

 とろ殆んどない。I

 4`ウ」レメ・寸ワシ

 本県のウルメイワツの漁獲は南部.海域で看千キ.っ気味。。北.都坪域1干若千下り
 気味で全体としてほ横ばい状態で経過している.。..

 資源の抹況は.,わずかたがらよ丹傾向を示してぺ.たが本年.は各地とキ不漁に
 ・祭ったとFろが多!㌦従って郡年冬期.帥況一が低下す.チ時期で'奉ある㍗大き
 .な・期待はもてな.いてある.㌦

 .5・、マイワツ.二
 辺隼筐かながら上昇傾向がみられるが資源水準は依然として低い。

 現在のところ太平洋南海区では四国沖が一都産卵苧となっているので今後黒汐

一
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 の離岸。日向冷水の発達が強けれほこれらの群が一部南下し散発的に混獲が予

 想される。

5,ヨコワ

 九州西津域を南下するであろうヨコワ群の夏以降の各県情報を'絵合すると,

 一散発酌た曳縄の好漁,定置への火縄な.ど全体の水揚量としては必.ずしも低くも

 たいが,長期間漁場形成されたところは少なかったよ.うである。

 現在本県ゐ漱.祝も漁期としては例年より早いが,このような散発自白漁かくりか

 麦.されてい・る。

 現在の海況は西部域でほ早苧に降温のささしがみ支て・いる。〕で期待がもてそ

 うであるが目下構幸旺を蒐集しつつあるので後日,本年度のヨコワ情報について

 詳細に報告する・予定。

 1ユ月の漁海況

漁業部.

 ※海況

 11月上旬σ〕薩南海域の表面水温は,鹿児島I湾口～竹島近海域で23㌧2吐

 。C・甑轟近海域で22℃台・トカラ海域は25℃台を示し・全般的にゆるヤか
 た降温をみせ、例年並に経過一した。

 しかし草軍葛南部域では2一・署℃台ρ一冷たい水塊がみられ。この海域では例年
 より幾分低目であ・つ。た。ユエ月下旬には.大隅一.種子屋久近海で22～I23℃で

 .例年並かやや高目,額島近海で19℃台でギや年目}なった。黒汐本統域の表
 面水温は23℃台で一塁.久島北西域でやや接岸し,種子.島南東域では6む浬以

 上離岸←れ



 ※漁況

 ・返畔網ドる水揚量は亀U63辛で前月より半減し一㍍ご舳酉.薩漁場で.
 口〕中小型船0〕出漁が前月よ5少なかったこと,又薩南職場への大型船の出潔が

 一徹滅したためであ机阿久根港入港の大準船は野母・五島.東抑操業の入港船も
 あってマ了ジ・サバとも前月・昨年同期よ`〕も多か?た芦・中小型船によるマ

 アジ・サバ6・水難は静月・一1乍年同期よ1も少なかった川1し一カタクて・・ウ
 ルメは繭月並の水揚があった。

 薩南漁場では屋久島近海,大隅東都域に7隻の出漁で小サバ,中小五口走俸

 でユ2U屯(繭月ユ.939屯,葡年同期333屯〕にす一ぎなかった。

 又大隅東都あ火暗…小山田湾海域では1U月中旬以降の重アジ、小サバの好

 漁、がな:紬持続さオ1リユユ月にはムロ了ジ、ウルメの漁獲も目立ってきた。

 カツオー本釣の大型郷工小笠原.百リ了ナを主漁場とし!,婆宮O～全0毛の水

 揚で前年同期並1・小型船は七島～沖縄…台湾海域・でユ隻5～ユ'U竜の水揚せ前'

 年同期より少.征かった。

 産児島湾口のブリ飼付漁はユ尾6}7一個のプリ宇王q3屯水揚したが・.これ

 は前月の1/§,前年同期の14の最で不振である。

 1裏…すマ石F霊㌶幕耳7T1;7丁ニブ77…マτ影軍監釘ニミー
 ド…丁'一一…㌻エム三紅べ五ユ遼㌻ll;;工;
 一'阿久根.旦⊥、.幽・、」ユ」.三.1重、.一.』.型3・舳…3州
 11.」土岨し辿製し理.1.虹坦一I菱二・…1;務「;r新71
 ;近鱗網優堅」吐五岨_
 1牟単一工1一理斗一山ぺ1型し一÷一・二世←しと41』刈

 堕慎一虹理押坐・紅一三牡坦ト・・坦単一!斗左j1・ユ顯
 !一__阜並列旦蝉旦塾1半叫対独坤・し1狭山単独1

 ミ大玉1113907;丑11工3577'1

,渚篭手{汁二沙不平年丁千山奥
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定置'観測(11一月分)

増殖部

 旬平均水温。比重.:本試前満潮時・表面
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漁場観測速報(11月分)

増殖部

 阿く扇諏颪'=マT''.一一一'萬二一本威I一斤'I='r牛一万一■一
 旦.愈二:、…夏二こ塁二着亙至}二度瓦正丁重1ニオ

 一丁一中=ミ・/・・l!川1・1・・1川{・…一11.1!、一

1醐一月差一
 ぽ.雫。警一1ニン3一二1oリ

 LU月の平均気温ソ雫高で川℃・裏低で川・と下1脹靴下降線
 をたどっている。前年と比較し.た場合1U月はピC.以上の高温であったがこの

 月に入って最高でα山3℃,最低でα06Cと一昨年より低くなってきている。

水成川

 Fこも・・月の平均気温よ1鵡で川℃と下紅し.て1・和これを咋隼凌
 に比較した場会最高でα?2C,最低で'αq3℃と今集が1℃近く高濃Iである。

牛根

 上旬の擾亭の平均が2呂35℃。最低の平均が2一ユ.UU一℃で中'句には最高で
 孝1C台,.最低.で⊥9℃台,下句たたって最高で21一℃一,最低ではユS℃とな

 り頼謂に下降している。

 τ}1一



奄美短信

 14年間も続いた奄美短信が一時途切れてしまい誠に中し一訳ない.と.審、っている.

 さて短信となれば風物につい干身近な話の紹介が要を得ていると思1ポ手近!仁
 あるものもいざ毛手くと芯るとなかなか菜捧かしい。

 本年もあっとい1まに年の雫にな兆12月ともなれば亜熱帯1〕酵大島≒.言
 えどもやはり冬には違いた.いようだ。古仁屋生活も早いもので・2回η勤務にて職

 風字活のγ・期を蝉して・,事つ也当洲熱帯の冬は手足1・・唱かみも布く・・骨
 身一に凍みる寒さ幸感しろ事もなく全く良い所と思っていた。・しかし長1い歳月には
 土地に慣.れたためか,又は年を重ねたためか。東支那海よりまと一もに吹Iきつける

 季節風の太障熱も卵飛ばす寒い風が一入身に陳みる様に竺りまし㍍反対に南
 の方からぽ暖かい平郊の風r沖縄釧毒・」がいたる'と一Fろで朝夕の話題とたって来
 た。騒離約一に鹿児島よりも沖縄に近い奄美の入りい工1昭和23年σ:日1111極帰をな

 しとげた事もあり・よ一り一一層.慰概も深く大変た関心事であ一る,,kにはIともあ批平=和

 た沖縄として燭って来てもらいたいと,願うものである。

 さ・一て・漁業淀卵る話手もと寧色したが邸な楠が1見当・らない・ので次のよ1杜
 話があったので'記して見たい門r奄.美大島もここ数年観光プー一ムにのり益々,盛ん

 になることと思う。その一一人が分場に見えた。奄美の料・理麗で食欲しながら島・の

 .味を満喫しようと金目の高い料理を注文したが、すればするほど内地式料理が出

 てくる。これ}「はうんざりした一=何・とか島料理は.ないものか,魚の1豊庫であると
 惹いだから海産料理は出てこない(現実たは魚の材料は多いと思ちふ料理方法と

 間懸があると考圭一季カリζれ辣ついて指導奨励をしているの中ピまるで料理

 屋の主入か生活改善指導員午でも質問されろよ戸た八つ当り的注文が出てさて面
 喰う結果になつた」確かに仰せの蓮.りと思う。奄美人皇は四面海,好激場に恵薫

 れている。然し漁業現状は1日態然としか見られ壮い.,これも我々の研究指導が.星

 灯壮=い胴か・過疎現象或いぼ流通・問題筆なのかわか・らなし㌦漁村の中I汚入って行
 げば、多量に捕っても売れない魚を捕るよりも多少手心を加えて漁をした方が魚

 価も安定トて良い.という考えが未だに優先しているとし苧思われないような蕾動
 σ〕方々の多いのも事実である。



 なにもここ守で資源保護意識字!重くすること呼かろうに・犬漁して大衆に安い
 魚を食わしたら良いと思コが.作る漁業が優先し.略奪漁法が悪いと蕎.う世簡の

 風言平歩奄美激村にも反映したのかも知れないか,生産優先よりも資源保護の自主

 規制をなされて有難いと思っている?漁薬不援に対する私の僻みであちうか。確

 かに各島の消費を地域的に見ても満足に海産蛋白の挿絵が完全とは言い難いが・

 今・月の食性が違って来たので現在の補給量で間に合うのかどう=か疑問に思う。い

 ギはギ漁民の努力不足に悶着をつけ・えよラで中し訳けないが自然の恵みを一も1う少

 し活用したいものだ。脇道に一それたが、実は先に書いた八つ当ワのご夫人は奄美

 棚イセエビを高い旅費を使い期待して来たが一片のイセエビにも差りIっぽだか』っ

 た結果と思われる。以敵は1尾150円位で食さ与したか現在は枯渇・現象でめっき

 り少なくなり価橋・も内地並にたったが盤も余り揚けず庶民からは遠のい丸、,手掴一

 みで漁をした帯代が壊しく,高値になっていさこれからという時には我予の手か
 ら遠のいたと老漁師が醸いていた。今暫くすると大島エビも高嶺'・め花になりそう・

 だ。そこで食生活の高慶1化?に又観光面に対処すべく、これを解一決一しようとI奄美

 にも摩る漁薬が叫けぱれ.瀬戸内町でも本格的にタ。ルマエ'・ビか放養鋼育され一た,、

 揃かけIIで技術的に来経験な分場職員も手さぐりで参考書にI','一指導にと取組まねば

 ならない破目と瓶つ.漁糞者の意欲が先に立b,努力を.しいられる時有難=い事と一

 感謝してL一・る次第である。隼の瀬も茄しせまり木多忙とご唯労拝一察し、よ一きお正一
 月を浦迎え下さるよう祈ります。

 ピM.S〕

 一⊥3日



業務概況

本場

 ∵㍗辛目}'2㍗日一。
 .1÷納∵睾・月4.日
 !2'月9日～ユ2月23日

 'ユ・月U.日～1皇一月2H

 ヨコワー調査(かも虫)〕

 魚群調牽(さつなん)

 漁場開発調査(さつなんj

 漁場開発調査(.か毛めジ

 増殖I'郡

 のり養殖関係

 1一・月・日:試験.の.り綱逓搬(轟か谷.山〕
 .!・八日:移植彊.'〕埠.み(春山〕
 .!2月,～1o日1のり養殖巡回摘碍(阿久根～.出水.)

 l1.・.㍗一・。b戸:・州転場一年賀1潤査(垂水〕
 1宇月12∴!3日:のり養殖巡回指増…(串木野r川内〕

 真珠一養殖関係(福山.竜ケ水〕

 1ユ月27～…3日:真珠母介調査(長島〕

 11.月リ.日1貝掃除
 ユエ月3U日:生長測定1病害調査

 12月.i日:二、

!2月11日:

 12月5El:鉄板取揚け

 工品月1且口:伺I完芽硅葦蘂取揚け

製造部

 活ハマチ致死処理条件による鮮度保持試験(鹿大共同研究〕

 大型電乾炉設置並びにテスト開始

 配合餌=料製造(継統〕



o

o

o

 ウツノツタ調味手製造(出水市漁協依頼)

 かつ射節産地診断打合せ(枕崎而)

 当月来訪フナ甘露煮につい.て外壬6名一

調査部
 ○クルマエビ配合餌料試験関.係

*12月12日1'第5回試験終了魏在資料整理中

 ○水質関係

 ・ユ2月5日:川内川水質。底質調査

 ⊥2月9。いいヨ:垂水地先し黒処理汚水並びにのり漁場水質調華

 *12月ユ5.16目:」口内川ターム建設に伴う水質調査

 §大島・分場

漁業関係

O

 ユ1月中旬}12月上句:産築廃水影響試.験(稚コイ,キビナゴに苅寸る〕

 ユ2月中旬:漁糞費源調査.〔喜界島〕

製業係
 ○塩ウニ貯蔵試験

 ○ワニ生産状一況調査

 ○セイロ素ミ書童4多蒜善

養殖係

。

 1ユ月下旬より長期研修(垂水増殖セ1・ター〕

餌料生物培養

 {べ稚貝管痩

一13


